
別　記
第一号様式（第三条）

事務の名称 個人の類型
事務の目的 個人情報を収集する理由

■ 整理番号 ■ 職業・職歴 □ 人種 ■ 社会的身分 ■ 病歴 ■ □
■ 氏名 ■ 学業・学歴 ■ 犯罪の経歴 □ ■ 有 □ 無 ■ ■
■ 本籍・国籍 ■ 資格・賞罰 ■ □ □ ■
■ 住所 □ 成績・評価 ■ ■ ■
■ 生年月日・ □ 財産・収入 ■ □

年齢 □ 納税状況 ■ □ その他 □ その他
■ 電話番号 ■ 公的扶助 ■ ■ 有 □ 無
■ 性別 □ 趣味 備考
□ 個人番号 ■ その他 ■ 信条

写真 □
■ 身体状況
■ 家族状況 □
■ 親族関係
■ 婚姻
□ 整理番号 □ 職業・職歴 □ 人種 □ 社会的身分 □ 病歴 ■ ■
□ 氏名 □ 学業・学歴 □ 犯罪の経歴 □ □ 有 ■ 無 □ □
■ 本籍・国籍 □ 資格・賞罰 □ □ □ □
□ 住所 □ 成績・評価 □ □ □
□ 生年月日・ □ 財産・収入 □ □

年齢 □ 納税状況 □ □ その他 □ その他
■ 電話番号 □ 公的扶助 □ □ 有 □ 無
■ 性別 □ 趣味 備考
□ 個人番号 ■ その他 □ 信条

相談事項 □
□ 身体状況
□ 家族状況 □
□ 親族関係
□ 婚姻
□ 整理番号 □ 職業・職歴 □ 人種 □ 社会的身分 □ 病歴 ■ □
■ 氏名 □ 学業・学歴 □ 犯罪の経歴 □ □ 有 ■ 無 □ ■
□ 本籍・国籍 □ 資格・賞罰 □ □ □ ■
■ 住所 □ 成績・評価 □ □ □
□ 生年月日・ □ 財産・収入 □ □

年齢 □ 納税状況 □ □ その他 □ その他
■ 電話番号 □ 公的扶助 □ □ 有 □ 無
□ 性別 □ 趣味 備考
□ 個人番号 □ その他 □ 信条

□
□ 身体状況
□ 家族状況 □
□ 親族関係
□ 婚姻
□ 整理番号 ■ 職業・職歴 □ 人種 □ 社会的身分 ■ 病歴 □ □
■ 氏名 ■ 学業・学歴 □ 犯罪の経歴 □ □ 有 ■ 無 ■ ■
■ 本籍・国籍 ■ 資格・賞罰 □ □ ■ ■
■ 住所 ■ 成績・評価 □ □ ■
■ 生年月日・ □ 財産・収入 □ □

年齢 □ 納税状況 □ □ その他 □ その他
■ 電話番号 □ 公的扶助 □ □ 有 □ 無
■ 性別 □ 趣味 備考
□ 個人番号 □ その他 □ 信条

□
■ 身体状況
□ 家族状況 □
□ 親族関係
■ 婚姻

部・課名 総合企画部国際課
個人情報の
処 理 形 態

個人情報の主な収集先 個人情報の主な提供先 個人情報を所管する組織名

一般旅券発給事務 一般旅券の申請者 電算処理の有無 本人から収集 無 総合企画部国際課、旅券事
務所、地域振興事務所本人以外から収集 有

他の実施機関 他の実施機関
他の官公庁 他の官公庁
民間・私人

要配慮個人情報
個人情報の記録項目

90,000人程度

実施機関内部での利用

民間・私人

一般旅券の発給を行うため 旅券法等に定められた一般
旅券申請書の記載事項を確
認するため

刑事事件に関する手続
少年の保護事件に関する手続

社会的差別の原因となるおそれのある個人
情報として実施機関が定めるもの

電算処理の際オ
ンライン処理の
有無

外国人相談事務 相談者 電算処理の有無 本人から収集 無

県内在住外国人からの相談
に応じ、安全で安心な生活
を送れるようにするため

相談に的確に応じるととも
に、後日の相談事務の参考
とするため

心身の機能障害
犯罪により害を被った事実

健康診断等の結果
医師等による指導又は診療若しくは調剤の
事実

他の官公庁 他の官公庁
民間・私人 民間・私人

刑事事件に関する手続
少年の保護事件に関する手続

総合企画部国際課
犯罪により害を被った事実 本人以外から収集 有

心身の機能障害 健康診断等の結果 他の実施機関 他の実施機関
医師等による指導又は診療若しくは調剤の
事実

電算処理の際オ
ンライン処理の
有無

他の官公庁 他の官公庁
民間・私人 民間・私人

刑事事件に関する手続
少年の保護事件に関する手続

災害時に外国人支援を行う
ボランティアの養成

災害時に備えた受講者の情
報管理のため。 60人程度

社会的差別の原因となるおそれのある個人
情報として実施機関が定めるもの

実施機関内部での利用

1,500人程度
社会的差別の原因となるおそれのある個人
情報として実施機関が定めるもの

実施機関内部での利用

災害時外国人サポーター養
成講座

参加者 電算処理の有無 本人から収集 無 総合企画部国際課
犯罪により害を被った事実 本人以外から収集 有

心身の機能障害 健康診断等の結果 他の実施機関 他の実施機関
医師等による指導又は診療若しくは調剤の
事実

電算処理の際オ
ンライン処理の
有無

語学指導等を行う あっせんする外国青年につ
いての情報管理 60人程度

社会的差別の原因となるおそれのある個人
情報として実施機関が定めるもの

実施機関内部での利用

外国青年招致事業 外国青年 電算処理の有無 本人から収集 無 総合企画部国際課
犯罪により害を被った事実 本人以外から収集 有

心身の機能障害 健康診断等の結果 他の実施機関 他の実施機関
医師等による指導又は診療若しくは調剤の
事実

電算処理の際オ
ンライン処理の
有無

他の官公庁 他の官公庁
民間・私人 民間・私人

刑事事件に関する手続
少年の保護事件に関する手続

注　■は当該事項に該当することを、□は当該事項に該当しないことを表す。 1/2



別　記
第一号様式（第三条）

事務の名称 個人の類型
事務の目的 個人情報を収集する理由

部・課名 総合企画部国際課
個人情報の
処 理 形 態

個人情報の主な収集先 個人情報の主な提供先 個人情報を所管する組織名
要配慮個人情報

個人情報の記録項目

□ 整理番号 ■ 職業・職歴 □ 人種 □ 社会的身分 □ 病歴 ■ ■
■ 氏名 ■ 学業・学歴 □ 犯罪の経歴 □ □ 有 ■ 無 □ □
■ 本籍・国籍 ■ 資格・賞罰 □ □ □ □
■ 住所 □ 成績・評価 □ □ □
■ 生年月日・ □ 財産・収入 □ □

年齢 □ 納税状況 □ □ その他 □ その他
■ 電話番号 □ 公的扶助 □ □ 有 □ 無
■ 性別 □ 趣味 備考
□ 個人番号 □ その他 □ 信条

□
□ 身体状況
□ 家族状況 □
□ 親族関係
□ 婚姻
□ 整理番号 □ 職業・職歴 □ 人種 □ 社会的身分 □ 病歴 ■ ■
■ 氏名 □ 学業・学歴 □ 犯罪の経歴 □ □ 有 ■ 無 □ □
□ 本籍・国籍 □ 資格・賞罰 □ □ □ □
□ 住所 □ 成績・評価 □ □ □
□ 生年月日・ □ 財産・収入 □ □

年齢 □ 納税状況 □ □ その他 □ その他
□ 電話番号 □ 公的扶助 □ □ 有 □ 無
□ 性別 □ 趣味 備考
□ 個人番号 □ その他 □ 信条

□
□ 身体状況
□ 家族状況 □
□ 親族関係
□ 婚姻
■ 整理番号 ■ 職業・職歴 □ 人種 □ 社会的身分 ■ 病歴 ■ □
■ 氏名 ■ 学業・学歴 □ 犯罪の経歴 □ ■ 有 □ 無 ■ ■
■ 本籍・国籍 □ 資格・賞罰 ■ □ □ □
■ 住所 □ 成績・評価 □ ■ ■
■ 生年月日・ ■ 財産・収入 ■ □

年齢 □ 納税状況 □ □ その他 □ その他
■ 電話番号 ■ 公的扶助 □ ■ 有 □ 無
■ 性別 □ 趣味 備考
□ 個人番号 ■ その他 □ 信条

住民登録 □
■ 身体状況
■ 家族状況 ■
■ 親族関係
■ 婚姻

100人程度
社会的差別の原因となるおそれのある個人
情報として実施機関が定めるもの

実施機関内部での利用

総合企画部国際課
犯罪により害を被った事実 本人以外から収集 有

心身の機能障害 健康診断等の結果 他の実施機関 他の実施機関
医師等による指導又は診療若しくは調剤の
事実

電算処理の際オ
ンライン処理の
有無

他の官公庁 他の官公庁
民間・私人 民間・私人

刑事事件に関する手続
少年の保護事件に関する手続

50人程度
社会的差別の原因となるおそれのある個人
情報として実施機関が定めるもの

実施機関内部での利用

地域日本語教育推進事業 日本語学習支援者（ボラン
ティア）研修の受講者

電算処理の有無 本人から収集 無 総合企画部国際課
犯罪により害を被った事実 本人以外から収集 有

心身の機能障害 健康診断等の結果 他の実施機関 他の実施機関
医師等による指導又は診療若しくは調剤の
事実

電算処理の際オ
ンライン処理の
有無

他の官公庁 他の官公庁
民間・私人 民間・私人

刑事事件に関する手続
少年の保護事件に関する手続

20人程度

県内在住の外国人に対し日
常生活に必要な日本語を教
育する環境の学習する環境
の整備を図る

受講者に対して修了証を発
行するため

ウクライナ避難民世帯調査
事務

ウクライナ避難民 電算処理の有無 本人から収集 無

ウクライナ避難民について
生活資金、就労、教育等も
含めて切れ目のない支援を
はかる

ウクライナ避難民の生活状
況を把握し、課題を整理す
るため

電算処理の際オ
ンライン処理の
有無

他の官公庁 他の官公庁
民間・私人 民間・私人

刑事事件に関する手続
少年の保護事件に関する手続

県内在住等の外国人を
「チーバくんパートナー」
に任命し、外国人住民の視
点を活かし、県政全般の施
策展開や意見聴取に協力し
てもらう。

応募者の選考及び事業実施
に係る連絡のため

社会的差別の原因となるおそれのある個人
情報として実施機関が定めるもの

実施機関内部での利用

チーバくんパートナー運営
事業

チーバくんと共に千葉県政
の発展に協力するパート
ナーへの応募者

電算処理の有無 本人から収集 無 総合企画部国際課
犯罪により害を被った事実 本人以外から収集 有

心身の機能障害 健康診断等の結果 他の実施機関 他の実施機関
医師等による指導又は診療若しくは調剤の
事実

注　■は当該事項に該当することを、□は当該事項に該当しないことを表す。 2/2


